
  

 

Vigneti Costacurta 

ヴィニェーティ・コスタクルタ 

地域：Alto Piemonte アルト・ピエモンテ 

地区、村：Ghemme, Sizzano ゲンメ、シッツァーノ  

醸造・栽培責任者：Guido Costacurta グイード・コスタクルタ 

HP: https://www.costacurta.wine/it/ 

 

【ワイナリーと造り手について】 

造り手のグイード・コスタクルタはミラノのデザイン専門学校を卒業後、広告会社などでアート・ディ

レクターやグラフィック・デザイナーとして働いてきた。その間グイードは自身のワインの世界への情熱

を発見し、ソムリエのコースを受講、イタリア各地のワイナリーを訪問してきた。アルト・ピエモンテを

初めて訪れたのは、2017 年のことで、それ以降何度か散策に来ては、この地域の（ワインの）ときに忘れ

られてきたポテンシャルに興味を持つようになる。アルト・ピエモンテは 19 世紀の終わりには、ランゲや

ロエロよりも広い、40000ha のブドウ作付面積があった。イタリアの近代化の流れの中で多くの農家が工

場へと働きに行くようになり、現在の作付面積は 5000ha ほど。耕作放棄地となった畑はすべて雑木林に

戻ってしまった。 

本格的にブドウ畑を探し始め、ブドウ畑はあまり良い状態とは言えなかったが、まずはワインメーカー

として第一歩となる 0.5ha のゲンメの畑を 2018 年に購入する。そこから少しずつ畑を購入したり、新し

くブドウを植えたりしながら、現在ゲンメに 2ha、シッツァーノに 1ha の畑を所有する。上述の通り再興

の始まったばかりの地域でもあり、グイードの畑も彼が植えた若い畑ばかりなので、ストラクチャーが出

てくるにはまだ時間がかかるかもしれないが、丁寧な抽出を感じるテクスチャーのあるワインを目指す。

アルト・ピエモンテは降水量が多く、湿度も高いため、病気の対応にはビオロジック栽培では認可のされ

ていない農薬を使っているため、ビオロジック栽培ではない。 

ワインのコンセプトと、ワイナリーの企業方針がホームページ上でも明確に提示されているあたりに前

職での経験が活かされていることが見て取れる。現代らしいワイナリーらしい、とも言えるだろう。 

 

・エチケットや梱包について 

ティンタウニータとメッツァティンタに描かれた葉の模様は、年によって異なる。それぞれのヴィンテ

ッジが他のヴィンテッジと異なるように、それぞれのヴィンテッジがユニークで特別なイメージを表現し

ている。 

ボトルは生産と輸送にかかる環境コストをできる限り抑えるため、重量の少ないガラス瓶を採用してお

り、ボトルのガラス、スクリュー・キャップのアルミニウム、ダンボールもリサイクル可能なものを使用。 
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【畑と栽培について】 

 ゲンメとシッツァーノの土壌は、モンテ・ローザから何十万年も前に運ばれてきた河川氷河によって形

成されている。降水量は多く年間 1100ｍｍほどで、北イタリアの北部を横切るポー川の支流であり、アル

ト・ピエモンテを縦断するセージア川流域では米の栽培もおこなわれる。またイタリアとしては非常に珍

しい酸性土壌急激な気温の変化という特殊な気候風土も相まって、ブドウと各ヴィンテッジの組み合わせ

がもたらす特徴を表現したワインを造ることができるとグイードは考える。ブドウ畑の管理では、総合的

な害虫管理のアプローチに従い、化学的な除草を避け、リュットレゾネで畑を管理。植え付けから始まる

畑での作業の多くは手作業で、収穫も小さな木箱で行う。 

◆ネッビオーロ "コビアンコ" 

ピエモンテの苗木屋からネッビオーロの苗木を購入する場合、20～30 のクローンが選べるらしいが、そ

のほとんどはランゲのエリアから選別されたもので、必ずしもアルト・ピ

エモンテの気候と土壌に即しているわけではない。その中で唯一アルト・

ピエモンテのクローンとしてカタログに載っていたのがコビアンコと呼

ばれるクローンだった。 

このクローンの特徴のひとつは、房の大きさが中程度で果肉に対して果

皮の比率が高く、アントシアニンとフラボノイドの量が多い一方、リンゴ

酸の量が少ないという特徴がある。雨の多いエリアで凝縮感があり、抽出

もしっかりとできるよう選別されたクローンなのかもしれない。 

畑の樹齢については、グイードが最初に購入した 0.5ha の畑は 1980 年

代の植樹だが、それ以外はグイードが開墾して植樹をしたものがほとん

ど。 

 

 

 

 

 



  

 

【セラーと醸造について】 

醸造当初からシッツァーノの村にあるカンティーナ・コメロ、パオロ・コメロのワイナリーを間借りし

て醸造を行っている。パオロも 2009 年から、祖父母のワイナリーを引き継いだグイードと同世代の生産

者で、グイードにとっては友人でもありエノロゴとしてワイン造りへのアドヴァイスももらっている。数

年後には自身のセラーを構える予定。 

1 番若いワインは、土着品種複数からなる赤ワイン、ティンタウニータ（2021VT からはネッビオーロ

単一）とネッビオーロのロゼ（メッツァティンタ）で、フレッシュさと個性を引き立てるため、ステンレス

タンクのみで醸造。この 2 つのワインにはスクリュー・キャップを使用している。 

ティンタウニータは当初は古い方の畑に植わる、ネッビオーロ以外の土着品種で醸造していたが、ワイ

ン造りの経験を重ねるうちに、ネッビオーロに注力したいという気持ちが強くなり、2021VT からは樹齢

の若い畑、平地の畑などのブドウから造ることにした。 

一方、DOC ゲンメの生産には、約 2 年間の木樽での熟成期間が求められるため、複雑性と長熟性を持た

せており、コルクを使用。 

 

【アルト・ピエモンテについて】 

 ネッビオーロを主体とする上質な赤ワインの産地として名高いアルト・ピエモンテはピエモンテ州北部

の生産エリアで、２億８千年前に大噴火を起こしたとされる火山とアルプス山脈を形成した造山運動によ

り、土壌には火山岩や火成岩を多く含む。アルプスのモンテ・ローザ（最高地点 4634m）を源流とするセ

ージア川上流域の DOCG ガッティナーラ、DOCG ゲンメでは多くのイタリアのワイン生産地と同様に、ロ

ーマ時代以前からブドウが栽培されてきた。モンテ・ローザからの冷風が吹き下ろすため、昼夜の寒暖差

は大きくまた、イタリアでも随一の降雨量の多さでも知られる。ランゲからは 100km ほど北の生産地域

でその分平均気温も低く、上記の気候条件により気候変動による気温の上昇や降雨量の減少などの影響も

穏やかなことからも、関心の高まっているワイン生産エリア。ちなみにミラノ・マルペンサ空港からは車

で一時間たらずの距離である 。 


